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 研究デーマの選定について 
岡山理科大学理学部化学科  森重 國光  

昔から、巻頭言の執筆依頼が来るようになったらおしまいだ
と思っていました。研究活動に従事できる期間が残り少ないと
いうことを意味するからです。しかし、せっかくの機会でもあ
るので、吸着に関連する研究に携わる若い研究者の方々に、私
自身の反省を含めて、少しでも役に立ちそうなことを書かせて
頂くことにしました。    
酸化亜鉛表面の表面水酸基や吸着種を調べるため、錠剤成型
器を用いて赤外吸収測定用のペレットの作成を行うという仕事
が学部 4年生で研究室に配属された私に与えられた最初のテー
マであり、吸着研究との出会いです。薄くて丈夫なペレットを
作るのが非常に難しく、赤外分光光度計のある部屋で試行錯誤
を繰り返す毎日でした。その後、現在の大学に職を得て、少し
ずつ研究テーマの選定に自分自身の裁量を入れることができる
ようになり、20年ほど前からすべて自分自身で決めることがで
きる環境になりました。私の勤務する大学は私立ですが、その
当時は研究費もかなり潤沢で、講義などのノルマも少なく、か
なり恵まれていたと思います。その少し前に、留学先で物理吸
着層の構造解析を行うためのX線回折装置を扱う機会を得まし
た。その当時としては最新の装置でしたので、帰国後当時の上
司の橘高先生にお願いして、粉末 X線回折装置と冷凍機を購入
して頂きました。 
留学するかなり前から、2 次元凝縮現象を吸着等温線測定に
より調べるという研究に携わっており、熱力学的手段だけでは
対象に迫れないというもどかしさを感じていました。留学先も
より直接的な測定手段を学びたいという思いで選びました。そ
の後、吸着剤表面での分子の配列状態を直接見る手段を手に入
れた喜びで、グラファイト表面の各種分子の単分子層の X線回
折測定にのめりこみました。10年間ほどその研究に没頭しまし
たが、その分野のトップ集団に入ることはできませんでした。
物理分野の研究者がその分野の研究をリードしており、私が本
格的に参入した頃は大きな問題がすでに片付きつつある情勢で
した。参入が遅すぎたということです。研究手段はよいとして、
安易に研究テーマまでも留学先のものを持ち込んだ結果です。
もっと新しいテーマの研究を開始するべきでした。研究テーマ
の選定にミスを犯したことは他にもあります。材料化学という
講義の中で有機電子材料の話をしていた時があります。講義の
内容に関係する研究を行う必要があると考えて、一時期ナフタ
ロシアニンの合成および応用の研究を行いました。10年間ほど
研究を続けましたが、単結晶の X線構造解析の論文をひとつ出
すことができただけで、終わりました。他にもうまくいかなか
った研究テーマがありますが、いずれもテーマの選定に甘さが
あったからだと反省しています。 
グラファイト表面上単分子層膜の研究を行い始めて数年経っ
た頃、すでに他によいテーマがないかと思い始めていました。
以前、ゼオライトへのアミン吸着を研究していた頃、もう少し
大きな細孔をもつゼオライトがあれば、メソ細孔内での吸着研
究を大きく前進させることができるのではないかと、漠然と考
えていました。1992年頃に黒田先生たちの論文を知り、規則性
メソ多孔体シリカの合成を当時の学部 4年生の女子学生に卒論

テーマとして与えました。合成方法をモービル石油会社のもの
に変更したりしながら合成実験を続けることで、3 年後に吸着
実験に使える品質の多孔体を得ることができるようになりまし
た。今研究を行っている毛管凝縮および関連する現象は、細孔
の形と大きさに直接依存するものであるので、よいモデル吸着
剤にめぐり合えたと思っています。吸着単分子層の研究に使用
していたX線回折装置も細孔内凝縮相の相転移の研究にそのま
ま使うことができます。また、X線回折装置に組み合わせて使
用していた冷凍機も、吸着等温線の温度依存性を測定するのに
転用することができました。ようやく、納得のいくテーマにた
どりついた気がしています。 
毛管凝縮に関する論文を出し始めていた頃は、投稿論文にあ
まり厳しい審査意見は付かず、比較的スムーズに受理されてい
ました。ところがここ数年になり、かなり厳しい審査意見が返
るようになってきました。その論文を断念して、新たに実験を
やり直したことも数回あります。気分が非常に悪くなり、気持
ちが落ち着くまで数週間審査意見を読まなかったこともありま
す。しかし、よく考えると、我々の仕事への注目度が高まり、
それだけ見る目が厳しくなっている結果だとも思えます。いい
方向に考えた方が身体にもよいので、なるべくそうしています。
広い温度領域での吸着等温線の温度依存性という新しい情報を
実験から得ることで、今まで漠然と考えられていた既成概念と
異なることを論文の結論として書いたことが大きな反発を招い
ているように感じます。気がついてみれば、昔物足りなさを感
じた熱力学的測定手段に戻っています。 
ごく最近、韓国の若手コロイド研究者を知る機会がありまし

た。講演を聞き、雑談をしている中で、研究テーマの設定が魅
力的で確実であると感じました。吸着分野に身を置くものとし
ては、吸着関連分野の中によいテーマを探して頂きたいと思っ
ていますが、研究テーマの選択にエネルギーを多く割いても後
の苦労や成果を考えれば、充分報われます。若手の研究者には、
手持ちの持ち駒を考えながら、できる限り魅力的なテーマに切
り込んで頂きたいと考えます。身近なテーマに囚われて失敗し
た私の轍を踏まないよう、切望します。 
 
    **************************************** 
森重 國光 （岡山理科大学理学部化学科） 
 
略歴 
昭和 47年岡山大学大学院理学研究科修士課程修了 
昭和 51 年 9 月北海道大学大学院理学研究科博士課程修了
（理学博士） 
昭和 51年 11月岡山理科大学理学部化学科助手 
昭和 57年 5月∼昭和 58年 2月イギリス・オックスフォー
ド大学物理化学研究所客員研究員 
平成元年 4月岡山理科大学理学部化学科教授 現在に至る 

 
現在の研究テーマ「規則性メソ多孔体内での毛管凝縮およ
び関連現象の研究」 
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2007 年度日本吸着学会学会賞 

 
 会員の皆様にご推薦をお願いしておりました平成 19年度日本吸着学会賞のうち、奨励賞（三菱化学カル
ゴン賞）、技術賞につきまして、学会賞選考委員会における審議を経て、以下のように受賞者が決定されま
した。第 21回研究発表会に合わせて開かれました日本吸着学会総会において報告され、引き続き表彰式に
て各賞の顕彰が行われました。 
 
奨励賞奨励賞奨励賞奨励賞（（（（三菱化学三菱化学三菱化学三菱化学カルゴンカルゴンカルゴンカルゴン賞賞賞賞））））    
 
 飯山 拓 氏   (信州大学理学部 助教) 
    受賞対象研究受賞対象研究受賞対象研究受賞対象研究：：：：ＸＸＸＸ線線線線をををを用用用用いたいたいたいた細孔内吸着分子集団細孔内吸着分子集団細孔内吸着分子集団細孔内吸着分子集団のののの構造解析構造解析構造解析構造解析    
 
固体細孔への分子吸着現象に対して，X 線回折(XRD)法や X 線小角散乱(SAXS)法を適用し，吸着現象を
ミクロ，およびコロイドオーダーの新しい視点から捉えることを可能とした。XRD 実験には動径分布関数
解析法およびリバースモンテカルロ法を適用し，カーボン細孔中での水分子の秩序構造の形成、クロロホル
ム分子の構造異常等を見出した。また細孔中の分子集団が広い温度範囲で連続的な構造転移を生じることを
明らかとした。一方，SAXS実験には密度ゆらぎと相関長を用いた解析法を適用し，細孔内分子集団の大き
さや形状の定量的評価を行い，これまで未解明であったミクロ孔での吸着ヒステリシスの発現機構を明らか
にした。 
 以上のように，同氏が新たに開発した実験・解析手法は，固体微小空間の現象を解析する有効な手段と
して期待される。よって，同氏の研究は日本吸着学会奨励賞を授与するにふさわしいものである。 
 
 遠藤 明 氏  （(独)産業技術総合研究所 主任研究員） 
    受賞対象研究受賞対象研究受賞対象研究受賞対象研究：：：：規則性規則性規則性規則性メソメソメソメソ多孔体多孔体多孔体多孔体のののの大量合成大量合成大量合成大量合成とととと省省省省エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー型吸着式空調型吸着式空調型吸着式空調型吸着式空調システムへのシステムへのシステムへのシステムへの応用応用応用応用    
 

 メソポーラスシリカ（MPS）を対象として、溶媒揮発法における規則構造形成メカニズムの解明とそれ

に基づく簡便な新規合成法を開発した。溶媒揮発法による MPS 合成では，溶媒が揮発する過程において，

シリカ原料の縮重合によるシリカネットワークの形成と界面活性剤分子集合体の形成が同時に進行し，こ

れらの速度過程をバランスさせる新しい方法により，従来の水熱合成法よりも 100 倍以上の生産性で規則

構造を有する MPS の製造を可能にした。 

また，本法により，シリカ骨格に異種金属をドープした MPS の合成を可能にし，水蒸気耐久性を向上さ

せた。さらに，高耐久性 MPS を担時したハニカムローターを試作し，この吸着ローターが，50℃以下で再

生可能な省エネデシカント空調システムとして稼働することを確認し，実用化の見通しを示した。 

 以上の研究は，吸着材としてのメソポーラスシリカの大量合成を可能にし，その応用に大きく貢献する

ものである。よって、同氏の研究は日本吸着学会奨励賞を授与するにふさわしいものである。 
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技術賞技術賞技術賞技術賞    
 
株式会社 西部技研 
岡野 浩志氏  （㈱西部技研 取締役 技術本部長） 
田中 康弘氏  （㈱西部技研 東京営業部マネージャ） 
古木 啓明氏  （㈱西部技研 VA 技術開発部 アシスタントマネージャ） 
藤岡 裕次氏  （㈱西部技研 VA 技術開発部 アシスタントマネージャ） 
山田健一郎氏  （㈱西部技研 VA 技術開発部 スーパーバイザー） 

    受賞対象受賞対象受賞対象受賞対象技術技術技術技術：：：：ゼオライトハニカムロータゼオライトハニカムロータゼオライトハニカムロータゼオライトハニカムロータ VOCVOCVOCVOC濃縮装置濃縮装置濃縮装置濃縮装置のののの高度化高度化高度化高度化    
    

VOC 濃縮装置は吸着材を担持したハニカムロータを低速回転させながら処理ゾーンに VOC を含ん
だ工場排ガスを通風することにより，VOCを連続的に吸着除去して浄化空気にして放出し，一方で熱
風により VOC ガスを高濃度・減容化して取り出すことを可能にする。岡野氏らは，VOC 濃縮装置の
高度化のための技術開発を行い，従来装置に比べて装置のコンパクト化および省エネ化を達成した。ハ
ニカムロータでは，疎水性ゼオライト及びバインダー等材料や製法等を最適化して，従来タイプに加え
高除去率タイプ，低圧損タイプという２タイプの高性能ロータを開発し，装置のコンパクト化とコスト
低減を可能にした。また，処理ガス中に高沸点及び重合性 VOCが含まれるとロータに蓄積して性能劣
化を引き起こすため，耐熱シールを開発してロータの高温賦活再生を可能にし，適用範囲を拡大させた。 
販売実績は 2004年以降大幅な伸びを示し，2006年は 2003年の 3倍程度，2007年はさらに上回る

見込みであるなど，市場において高い評価を得ている。 
以上のように，VOC濃縮装置の高性能化，コスト低減を可能にする本技術は，日本吸着学会の技術

賞を授与するにふさわしいものである。 
 
 

 
2007200720072007年度日本吸着学会賞授賞式風景年度日本吸着学会賞授賞式風景年度日本吸着学会賞授賞式風景年度日本吸着学会賞授賞式風景    
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２２２２．．．．    死容積連続測定法死容積連続測定法死容積連続測定法死容積連続測定法（（（（AFSMAFSMAFSMAFSMTMTMTMTM））））のののの概要概要概要概要    
通常、LN2や LＡrで試料管を浸した後、初期の Vdをヘリ

ウムを用いて測定する。従来の方法では先に述べたように、測
定中何らかの方法を用いてこの値をできるだけ変化させないよ
うな工夫を行ってきた。しかしながら、死容積連続測定法にお
いては、吸着等温線測定中、デュワー瓶内の液体窒素が気化す
ることにより液面レベルが徐々に減少し、サンプル管の死容積
は刻々と変化していく事をそのまま利用することとした。つま
り、圧力計を備えたポートに死容積リファレンス管（空の試料
管：測定に使用する試料管と同径）を測定用の試料管と並べて
液体窒素に浸し（図4）、吸着測定前に、サンプル管と死容積リ
ファレンス管の死容積を測定した後、刻々と変化するリファレ
ンス管の圧力値からＶｄの変化率を算出し、サンプル管内の死
容積を算出するという方法である。具体的には、いま、液体窒
素の液面が図4のレベル1の状態にあるとし、サンプル管の死
容積をVd(smp)(1)、死容積リファレンス管の死容積およびそのと
きの圧力をそれぞれ Vd(ref)(1)、 P(ref)(1)とする。次に、液体窒
素がレベル2まで低下したときの死容積リファレンス管の圧力
をP(ref)(2)とすると、レベル2での死容積リファレンス管の死容
積Vd(ref)(2)およびΔVd(ref)は、式（１）、（２）の様に表すことが
できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Vd(ref)(2)＝Vd(ref)(1)ｘP(ref)(1)／P(ref)(2)  式（１） 
 
ΔVd(ref)＝Vd(ref)(2)－Vd(ref)(1) 式（２） 

 
試料管と死容積リファレンス管の死容積変化は径が等しい（Δ
Vd(smp)＝ΔVd(ref)、弊社データより±0.2 %以内）ため、レベル
2での試料管の死容積Vd(smp)(2)は、式（３）の様に表すことが
できる。 
 
 
 
 
 
 

 
 

Vd(smp)(2)＝Vd(smp)(1)＋ΔVd(smp)＝Vd(smp)(1)＋ΔVd(ref) 

                               式（３） 
 
このようにして、各測定点での死容積を実測補正することに
より、信頼性の高いデータを得ることが可能となる。図5に液
体窒素を冷媒として用いた際のリファレンス管の圧力変化とＶ
ｄの変化量を表した。液体窒素の液面のレベル低下により、リ
ファレンス管内の圧力が上昇するため、これを上式より換算す
ると結果的にＶｄの減少が起こっている事がわかる。別途、本
条件においてレベルコントロールを用いた制御を行ったとし、
液体窒素の液面レベルが±1mm 変化すると仮定すると約
0.073cc(STP)/ｇの吸着量変化に相当し、この変化を表面積に換
算すると 0.12ｍ２/ｇのエラーをもつことになる２）。通常、吸着
等温線測定のエラーは本項だけではないため、この値より大き
なエラーになることが十分予測できる。これらのことから、通
常、低比表面積サンプルの吸着測定の際には飽和蒸気圧の低い
クリプトンガスを用いるか、巨大な試料管に多量の試料を充填
することにより測定を行っているが、死容積連続測定法を用い
ることにより窒素を用いても十分低比表面積の評価が可能にな
ると予測できる。また、液体窒素等の冷媒の液面レベルコント
ロールが不要となったため、装置の構造を簡略化でき、結果的
にコストならびに故障頻度の低減をも可能となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

    
    
    
    
    
    
３３３３．．．．測定精度測定精度測定精度測定精度 
死容積連続測定法（AFSMTM）を備えたBELSORP-miniII 
を用いて、全表面積、細孔容量に関する測定精度を検証すると
共に、マクロ孔細孔径測定の可能性を検証した。各項目を評価
するため、イギリスＬＧＣ製、ＣＲＭ製ならびにドイツＢＡＭ
製の以下の基準試料を用いることとした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１．基準試料概要 

᧚ᢱฬ ήሹᕈ䍖䍼䍵䍪䍅䍐䍢ൻ䍔䍎䍬䍼䍻䍪䍼䍵䍍䍖 ήሹᕈ䉲䊥䉦 䊙䉪䊨䊘䊷䊤䉴䉧䊤䉴䊎䊷䉵 

⹜ᢱฬ䋨ଏ⛎ర䋩 LGC2㪈02(LGC 䋩 CRM㪈70(CRM 䋩 PM㪈22(BAM 䋩 

ၮḰ୯䋨Ყ㕙Ⓧ୯ or ᐔဋ⚦ሹᓘ䋩 69㫧2m2/g (BET ᴺ䈮䉋䉎䋩 㪈.05㫧0.05m2/g (BET ᴺ䈮䉋䉎䋩 㪈40.2㫧3.9nm (᳓㌁ᴺ䈮䉋䉎)
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（１）全表面積・細孔容量再現性 
測定再現性の高さを証明するため、約0.15ｇのLGC2102を

305℃、３ｈの真空排気を前処理条件として、窒素（７７Ｋ） 
による吸着等温線測定の結果を図６に示す。図内には9本の測
定結果をのせているものの、非常に再現性の高いデータが得ら
れたため、1 本の吸着等温線のように見える。また図内には、
比表面積評価のために相対圧0から0.3までの吸着量、ならび
に細孔容量を評価するために相対圧 0.9から 1.0までの吸着量
もあわせて図示しているがどの範囲においても等温線が良く一
致していることがわかる。通常、ガス吸着装置による測定精度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
には比表面積値の最小分解能を示しているが、本来この値のみ
では不十分であると思われる。そこで、上記LGC2102ならび
にＣＲＭ170の試料重量の変化による全表面積の再現性測定を
おこなった。全表面積は相対圧 0.5までの等温線を比表面積評
価した値に重量値をかける事により算出した。測定精度のみの
評価を目的とするため、同一の試料管を用いるとともに、秤量
誤差を無くすため、1 回の秤量により数回の測定を行うことと
した。また、LGC2102 ならびにＣＲＭ170 の前処理は測定の
都度行うこととし、前処理条件はLGC2102において上記のと
おりとし、ＣＲＭ170については 140℃で１２ｈの真空排気を
行った。なお、比表面積評価はＢＥＴ多点法により行い、
LGC2102 ならびにＣＲＭ170 のＢＥＴ評価範囲は相対圧でそ
れぞれ、P/P0=0.04～0.145ならびにP/P0=0.05～0.30である。
なお、最終的に以下の式（４）により測定再現性を求めた。 
 

 
 
 
 
 

 
測定再現性（％）＝±（標準偏差）/全表面積の平均値ｘ100

                式（４） 
 測定結果および測定回数を表２に示し全表面積に対する再現
性を図７に示す。一般的に、従来方法を用いた窒素（７７Ｋ）
における低比表面積評価は５ｍ２/ｇ以下では難しいとされてき
たが 6)、CRM170が安定的に測定できたことから、本方法によ
る１ｍ２/ｇ程度の低比表面積測定は十分可能である事を実験的
に証明することができた。また、全表面積の測定再現性は 0.1
ｍ２で約7％、0.75ｍ２で約2％となり、従来法であるＬＮ２レベ
ルコントロール法による死容積補正を行った場合、全表面積
10m2で再現性が約２％であったことから、死容積連続測定を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行うことにより約 13 倍近く再現性の向上をもたらすことがわ
かった。 
 別途細孔容量の再現性を評価するために、図 6内相対圧 0.9
～1.0 の吸着量を見ると、高再現性が得られているが、この吸
着量の再現性はすなわち細孔容量の再現性の高さを表している。
Gurvitsch 則によると、LGC2102 の細孔容量は 0.83cc/g±
0.003cc/g (P/P0=0.99、細孔半径＜93nm、ＢＪＨ法吸着等温線
側)となり、死容積連続法を用いたガス吸着法によるマクロ孔の
細孔分布評価の可能性を示唆する高い再現性をしめした。 
 
 
 
 
 

表２．全表面積およびその測定再現性 
⹜ᢱฬ CRM-㪈70 LGC2㪈02 CRM-㪈70 LGC2㪈02 LGC2㪈02 LGC2㪈02 LGC2㪈02 LGC2㪈02
ో㕙Ⓧ (m2) 0.㪈㪈6 0.746 0.978 3.938 7.085 㪈4.030 2㪈.529 35.224
ౣᕈ(%) 6.9 㪈.77 㪈.3 0.59 0.33 0.30 0.05 0.05
᷹ቯ࿁ᢙ 㪈0 5 㪈0 5 5 5 5 5

図6．LGC2102吸着等温線（Ｎ２・77Ｋ） 
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（２）マクロ細孔分布評価の可能性 
 これまでガス吸着法により評価できる細孔範囲はメソ孔（細
孔直径 2-50nm）程度とされてきたが、上記のようにＢＪＨ法
によると相対圧0.99で約200nmまでの測定が可能となる。そ
こで、高相対圧側の安定性を測るため、上記BAM PM122（ポ
ーラスガラスビーズ）を 110℃５ｈの真空排気にて前処理を行
い、窒素（７７Ｋ）により吸着等温線を相対圧0.997まで3回
測定した。相対圧0.9～1.0に対する吸着量を表した吸着等温線
の測定結果を図８に示す。 
 3 回の測定共に高い再現性を示しており、高相対圧での測定
の安定性の高さを示している。この等温線をＢＪＨ解析（基準
等温線を無孔性シリカによる厚み補正）により平均細孔径の評
価をすると、吸着側の等温線の場合、169.0±11.4nm となり、
脱着側の等温線を使用した場合、143.8±0nm となった（図 9
参照）。通常、吸着等温線による細孔評価の場合、真の細孔径を
評価をするためには吸着側で評価し、脱着側からの値はボトル
ネックの径を評価するといわれている。本測定において脱着側
からの細孔半径は基準試料の平均細孔径の値に含まれる。とい
うのも、本試料は水銀圧入法のための基準試料であり、水銀圧
入法による測定では原理上ボトルネック径を評価するため脱着 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

側からの細孔半径がこの基準値内に含まれることとなる。この
ように、相対圧0.997までの測定が安定的に可能であり、細孔
直径 500nm までの細孔評価は、死容積連続測定を含んだガス
吸着法により十分可能であることが証明できた。 
 
４４４４．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    
 新規死容積測定（AFSMTM）を備えた定容量法により、これ
まで窒素（77Ｋ）を用いたガス吸着法では不可能であった低比
表面積測定（約１ｍ２/ｇ）、ならびにマクロ孔測定（直径：
500nm）をも精度良く測定することが可能となった。前者にお
いては、全表面積による測定精度を検証したところ、0.1ｍ２で
約 7％、0.75ｍ２で約 2％となり、ＬＮ２レベルコントロール法
による死容積補正を行った場合と比較すると、約 13 倍近く再
現性の向上をもたらす結果となった。本法を用いることにより、
従来のＫｒ測定による低比表面積測定用のための高度な真空装
置や低圧用の圧力計が不要になるため、コストダウンを可能と
する。別途、後者において、これまで不明瞭であったマクロ孔
評価の可能性を示し、マクロ孔測定用の水銀ポロシメーターを
も不要とする新規技術の可能性を示唆した。今回、本技術によ
るマイクロ孔評価の件は割愛させて頂いたが、十分な測定がで
きていることを別紙にて紹介している 7)。今後より多くのアプ
リケーションに対し本技術並びに弊社製品が用いられることを
期待する。 
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図７．全表面積に対する測定再現性（Ｎ２・77Ｋ）

図9．ＰＭ１２２細孔分布（ＢＪＨ法脱着側による） 
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図２ ＤＭＥ脱水による褐炭残留水分量の制御 
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図３ ＤＭＥ脱水プロセスの構成概念図 
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図１ ＤＭＥ脱水法の概念 

DME
( )

(i)

(ii)

(iii)

DME
( )

(i)

(ii)

(iii)



(H1)
(Co1)+25,459MJ/d

(H3)

(H2)

(C1) (C2) (C3)

(Co2)
(Co3)

+1854MJ/d

-1177MJ/d

+1612MJ/d

-800MJ/d -368MJ/d

+1408MJ/d +636MJ/d +382MJ/d

-379,068MJ/d

+3448MJ/d
( )

0MJ/d
( )

0MJ/d ( )

0MJ/d

(Co4) (Co5)

+9700MJ/d

+336914MJ/d

0MJ/d 
( )

 
DME

DME

DME DME
 

DME

DME
DME

 
 
 

 
 

10

10
 

75 76%

75%  
50 DME

1%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ ＤＭＥ脱水プロセスの定常状態における温度と圧力 
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図５ ＤＭＥ脱水プロセスの物質収支 (Ｄ=ＤＭＥ, Ｗ=水, Ｃ=石炭) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

図６ ＤＭＥ脱水プロセスのエネルギー収支 
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図７ ＭＤシミュレーションセル 
 

ᒝᐲ䉕䇮ห䈛ᶧ㑆䈱 0.8 䈫䈚䈢䇯䋲⒳㘃䈱ᶧ䈱㘻Ớᐲ䈲

0.044 䈪䈅䉎䇯䉁䈢䇮䉝䊦䉯䊮䌁⚦ሹო䊘䊁䊮䉲䊞䊦ᒝᐲ䉕䇮䉝䊦

䉯䊮䌂䈱 0.5 䈫䈚䈢䇯⚦ሹ䈲䉝䊦䉯䊮☸ሶ 5.5䌾9.5 ಽ䈪䈅䉎䇯

䊡䊆䉾䊃䉶䊦䈱ਔ┵䈲⚦ሹ䈱ᄖㇱ䈮⋧ᒰ䈚䇮䈖䈱ㇱಽ䈮䈍䈔䉎䉝

䊦䉯䊮䌂䈱Ớᐲ䉕᭽䇱䈮ᄌ䈋䈩䇮䈠䉏䈡䉏ᐔⴧ䈮㆐䈚䈢ᓟ䈱

1μs 䈎䉌 2μs 䈱⁁ᘒ䈎䉌䇮ᶧ⋧ๆ⌕╬᷷✢䉕ቯ䈚䈢䇯 
䈖䈱ๆ⌕╬᷷✢䉕࿑䋸䈮␜䈜䇯⊕ශ䈏䉝䊦䉯䊮䌁䇮㤥ශ䈏䉝䊦

䉯䊮䌂䈪䈅䉎䇯ో䈩䈱⚦ሹᓘ䈮䈍䈇䈩䇮䈅䉎Ớᐲ䈪ᕆỗ䈮⚦ሹౝ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
図８ 液相吸着等温線 (a)W=5.5 , (b)W=7.5 , (c)W=9.5 . 
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図９ 毛管相分離モデルの検証 
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平成20年度日本吸着学会賞受賞候補者推薦のお願いと要領 

 
学術賞 
   賞状、副賞ならびに記念品の授与をもって表彰致します。受賞対象者は吸着における科学技術に関する一連
の論文、著作等、学術的研究成果が特に優れた正会員とし、１名程度を選考する予定です。 
  候補者をご推薦ください。自薦、他薦は問いません。推薦される方は下記の事項と論文のコピーを事務局に
お送りください。 
＜送付事項・書類＞ 
１. 候補者氏名、２. 生年月日、３. 所属、４. 略歴（学歴、職歴、研究略歴）、５. 連絡先（Eメールアドレ
スも含む）、６.受賞対象研究名、７. 研究概要（800字以内）、８. 受賞対象研究に関連する論文、著作等
のリスト、９. 代表的な論文等の別刷りあるいはコピー（３件程度） 

 
奨励賞（三菱化学カルゴン賞） 
  賞状、副賞ならびに記念品の授与をもって表彰致します。受賞対象者は受賞年度において45歳未満の正会員
とし、３名程度を選考する予定です。選考は過去３年間に発表された３件程度の論文に関して行います。 

  候補者をご推薦ください。自薦、他薦は問いません。推薦される方は下記の事項と論文のコピーを事務局に
お送りください。 
＜送付事項・書類＞ 
１. 候補者氏名、２. 生年月日（年齢）、３. 所属、４. 略歴（学歴、職歴、研究略歴）、５. 連絡先（Eメー
ルアドレスも含む）、６.受賞対象研究名、７. 研究概要（800字以内）、８. 対象となる論文リスト、９. 対
象となる論文の別刷りあるいはコピー 

 
技術賞 
 賞状および記念品の授与をもって表彰致します。受賞対象は維持会員である法人に属する技術者または技術
グループが開発した技術とし、実用歴、実施例を考慮して２件程度を選考する予定です。 
 候補技術および開発にあたった技術者（５名以内）をご推薦ください。自薦・他薦は問いません。推薦され
る方は候補者に関する下記の事項を事務局にお送りください。 
＜送付事項・書類＞ 
１. 維持会員名、２. 対象技術、３. 対象技術の開発を担当した技術者名（原則５名以内。グループで開発に
あたった場合は全員の職・氏名）、４. 連絡先（Eメールアドレスも含む）５. 設計図、試験成績書あるいは
学会発表など候補技術を証明するもの、６. 実用歴（納入先一覧で可） 

 
表彰式 
2008年秋開催予定の第22回研究発表会期間中に開催予定の2008年度総会の席上で行います。 

 
受賞講演 
学術賞および奨励賞（三菱化学カルゴン賞）の受賞者は、2008年秋開催予定の第22回研究発表会において、そ
れぞれ特別講演および依頼講演をお願いする予定です。技術賞受賞者は、受賞後に開催される吸着シンポジウ
ムでの講演をお願いする予定です。 

 
送付先 
〒852-852  長崎市文教町１- 4 長崎大学工学部応用化学科応用物理化学研究室内 
日本吸着学会事務局（担当 森口 勇） 

 
締切 
2008年3月3 日（事務局必着） 
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第5回環境汚染におけるコロイド界面現象と界面科学の取り組み（IAP2008） 
The 5th Conference INTERFACES AGAINST POLLUTION 

 
日 時  2008年6月1日(日)～4日(水)  
場 所  京都大学時計台記念館 
ＵＲＬ  http://www.rs.noda.tus.ac.jp/iap2008/ 
主 催  IAP2008国内委員会 
趣 旨 

INTERFACES AGAINST POLLUTION は 環境問題に対するコロイド界面科学の取り組みを
テーマに、ヨーロッパを中心に行われてきた150～200人規模の国際会議です。第5回の京
都会議では 
1.  自然環境、天然素材のコロイド界面科学 
(粘土、金属酸化物、腐植物質、微生物、炭素材料) 

2.  物資循環とコロイド界面科学 
    （移動現象、細孔内輸送、凝集沈降、濡れ、界面動電、コロイド担体輸送、レオロジー） 

3.  環境修復技術の基礎としてのコロイド界面科学 
    （土壌汚染、水処理、大気汚染、吸着分離、膜分離、環境触媒、粘土バリア） 

4.  環境にやさしい生産におけるコロイド界面科学 
等を題材に学際的な討議を行います。また、「細孔における相挙動と輸送特性」や「表面
構造と濡れ特性」など吸着分野の基礎に関連するセッションも設け、コロイド界面科学の
幅広い討議を予定しています。 

 
アブストラクト締め切り：2008年2月14日 
参加費：50,000円（一般）30,000円（学生） 
問い合わせ先 

大井節男 (農村工学研究所) TEL:029-838-7633  setooi@affrc.go.jp 
足立泰久（筑波大学大学院生命環境科学研究科）iap2008@envr.tsukuba.ac.jp 
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